
は、新曽第一・第二土地区画整理事業

地の造成後に整備する箇所や緑地・緑道として設計中の戸田１

、東日本旅客鉄道株式会社が有効活用する箇所であり、本事業

の進捗は他事業の進展に委ねている状況にある。

　また、施設整備後の将来に渡り必要な維持管理費も課題とな

っている。

　東日本旅客鉄道株式会社が所有している環境空間は、「戸田華かいどう２１」計画に基づ

き協議・調整を行い整備をしており、平成２９年度末に全体の67.24％が有効活用された。

Ｃ
　残りの環境空間の有効活用については、市が整備する戸田１以外は、他事業の進展に委ね

ている状況にあり、店舗などの積極的な活用が望まれている。

　環境空間の課題として、連続した緑地・緑道の確保とともに、東日本旅客鉄道株式会社が

実施する環境空間有効活用の企業誘致についても、地域の課題解消に寄与できるような業種

→ を議会等へ報告する必要があることから、現状を維持しながら事業を実施していく。

　川岸地区の（戸田１）2,686㎡については、平成３０年度の実施設計、平成３１年度の工事実施が見込まれており、市民参画の研究を含

む維持管理の方法や経費抑制等についても検討を行うこと。
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１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

04 緑と潤いのあるまち 環境経済部・みどり公園課

01 緑地・緑化

39 緑地・緑道の整備促進

　市民が緑と潤いのある環境の中で生活できるよう、地域の植生を活かした公園の緑地・緑道などの空間を整備し、身近な

場所で、市民の誰もが気軽に集い、憩える場所を整えます。

環境空間暫定整備事業

新規公園の整備件数 新規公園の整備件数
件 4 0 1 0

(環境空間を含む公園等の整備件数 )
環境空間の有効活用率 環境空間の有効活用率

％ 67.27 64.68 67.24 67.24
(戸田市・ＪＲ東日本による活用率 )

　環境空間整備事業では緑地・緑道の整備のほか、東日本旅客鉄道株式会社による環境空間有効活用の企業誘致
により、環境空間敷地内に認可保育園６園が開園し、平成３０年度に１園の開園を予定している。

　平成２９年度末の環境空間整備事業の進捗率は、東日本旅客 　施設整備後の維持管理については、市民参画の研究を含め、

鉄道株式会社の有効活用箇所、モデル整備地区としての緑地・ 維持管理の方法や経費抑制等の検討を進めていく。

緑道及び市の本整備区域などの合計が67.24％に達している。

残り32.76％の主な箇所
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５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性
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手
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予
 
算
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事業費H コメント
うち31

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

05 環境空間整備事業　（みどり公園課）

環境空間暫定整備事業

任
意

2,204 戸田１整備後の維持
0

5,856 管理について検討し

１ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ａ01 01 08 04 06 05 01 47,388 ていく。

　環境空間整備計画である「 47,388 0

戸田華かいどう２１」に基づ 3,793

H29決算額 H30予算額 H31計画額 H31予算額

計（千円） 事業費 2,204 5,856 47,388 0

うち一般財源 2,204 5,856 47,388 0

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７平

戸

成31年度で終了 ８平

田

成30年度で終了 ９平

市

成29年度で終了
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